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メーカとユーザが一体となった変圧器の
使用済絶縁油リサイクル事業

令和5年度

奨励賞

株式会社キューヘン（福岡県福津市）

申請者は、修理又は廃棄される変圧器から取り出した使用済絶縁油を精製処理し、リサイクル絶縁油として
新規製造変圧器に使用できる技術を開発し、メーカ（申請者）とユーザ（九州電力送配電株式会社）が一体となっ
て、使用済絶縁油の資源循環型事業を行っている。
従来、「硫酸白土法」により再生油(当時の呼名)が精製されていたが、微量PCB問題により中止され、その後、

再生油が使用されることはなかった。一般的には微量PCBを含有していない使用済絶縁油は主に燃料用途と
して売却処分されていた。
本技術は、使用済絶縁油と安価な吸着剤を混合・加熱・攪拌・ろ過することで油中の酸化劣化物を除去し、新

油相当の絶縁油を精製するものである。リサイクル絶縁油精製後の廃吸着剤は、成分調整後にセメント製造時
の材料として使用可能であり、二次廃棄物の発生はない。
燃料として利用されていた使用済絶縁油の水平リサイクル技術を開発し、変圧器に再利用する取組は、使用

済絶縁油のリサイクル事業として高く評価できる。廃棄物の削減および原油から精製される新油の使用量削減
による省資源化と、燃料としての使用で生じるCO2の削減にも寄与しており、今後の対象機器および処理量の
拡大により、更なる資源循環の促進に期待がもてることから、奨励賞に相当すると決定した。

6 令和5年度資源循環技術・システム表彰
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申請者は、築上町が建設した有機系バイオマス（し尿、浄化槽汚泥）由来の汚泥肥料 (以下、液肥)を濃縮する
施設において、肥料成分(窒素、カリウム)濃度として10倍以上の濃縮を目指した『濃縮バイオ液肥』の製造に
成功した。
築上町は、1994年からし尿等を原料として液肥を製造し農家に販売・納品（散布又は流込み）しており、町

内の肥料資源を農地に還元し、生産された作物を町民が消費することで再びし尿が液肥の原料となる資源循環
型農業に取り組んできた。しかし、①液肥に含まれた食物繊維分（懸濁物質）が散布孔に詰まるため施設園芸用
の潅水装置で使用できない、②95％以上は水分なので散布コスト（運搬コスト）が高い、③日々製造される液肥
を必要な時期に集中して散布するため大きな液肥貯留槽容量が必要等の課題があった。
本技術では、UF膜分離と電気透析を組み合わせた液肥濃縮施設の運転管理を工夫することで、液肥の肥料

成分のうち、窒素17倍濃縮、カリウム23倍濃縮を達成した。また、この液肥が施設園芸に使用可能であるこ
とが確認され、前述の課題に対する改善効果も示された。さらに、乗用管理機やドローンを活用できる等、散布
手段が広がった。
本事業は、廃棄物処理におけるCO2削減および化学肥料の使用量低減に向けた取組みであり、また、新たな
資源循環型農業として地域循環共生圏や持続可能な社会システムの実現に期待が持てる取組みであることか
ら、奨励賞に相当すると決定した。加えて、産学官連携により事業化を実現していることから、コラボレーショ
ン賞に決定した。

資源循環型農業の新たな取組み 
～『濃縮バイオ液肥』の製造と利用 ～

令和5年度

奨励賞
コラボレーション賞

三菱ケミカルアクア・ソリューションズ株式会社（東京都中央区）
国立大学法人九州大学大学院農学研究院　 　　　（福岡県福岡市）
築上町　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（福岡県築上郡）

■液肥事業の処理フローと資源循環型農業の全体像

7令和5年度資源循環技術・システム表彰



申請者は、国内外の市場で廃棄またはエネルギーリカバリーされる廃プラスチックを回収、洗浄、破砕、ペ
レット化（ポストコンシューマープラスチック）し、これまでにない高い割合でバージンプラスチックと混合
し、複合機・プリンタの外装、内装部品に使用できる物性、難燃性を付与し、再生プラスチックとして活用する
技術を開発した。結果、複合機*1の樹脂総重量の50％以上*2にポストコンシューマープラスチックを搭載した。
従来は、ポストコンシューマープラスチックの配合率の高い材料が無い等の課題により複合機の樹脂総重量

の5％程度しかポストコンシューマープラスチックを使用できていなかった。
このような課題に対し、材料開発、製品設計、成形加工性、資材購買の各工程において、部署横断的にポスト

コンシューマープラスチックの利用拡大に向けた技術開発、評価基準の見直し、材料管理や供給体制の構築を
実施することで、複合機へのポストコンシューマープラスチック使用率50％以上（使用量：約5,600t/年*3）
を実現し、開発前の従来の使用率（5％）のままだった場合と比較し10倍の効果を得た。その結果、製品のライ
フサイクルでのCO2排出量（CFP）を前身機より約27%削減*4（CO2削減量：約88,000t/年*3）した。
市場で廃棄・エネルギーリカバリーされる廃プラスチックを利用し、ポストコンシューマープラスチック

50％以上の使用を前提とした製品の開発に成功したことは、廃棄物の焼却・埋立処分を削減し、カーボン
ニュートラル実現の手段として、また、今後のプラスチック資源循環を促進し、持続可能な社会の実現に期待
できる取組であることから奨励賞に相当すると決定した。加えて、樹脂メーカーおよび自社内の関係部署と連
携し実現していることから、コラボレーション賞に決定した。

*1 A3フルカラー複合機「RICOH IM C6010/C5510/C4510/C3510/C3010/C2510/C2010」
*2 A3複合機において業界初（2023年6月 北米EPEAT登録製品調べ）
*3 今後の販売予測を含む推定値
*4 再生プラスチック以外の効果も含む。RICOH IM C6010 と RICOH IM C6000（前身機）で比較した値

ポストコンシューマープラスチック50％
以上使用のフルカラー複合機の開発

令和5年度

奨励賞
コラボレーション賞

株式会社リコー（東京都大田区）

8 令和5年度資源循環技術・システム表彰
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このような課題に対し、材料開発、製品設計、成形加工性、資材購買の各工程において、部署横断的にポスト
コンシューマープラスチックの利用拡大に向けた技術開発、評価基準の見直し、材料管理や供給体制の構築を
実施することで、複合機へのポストコンシューマープラスチック使用率50％以上（使用量：約5,600t/年*3）
を実現し、開発前の従来の使用率（5％）のままだった場合と比較し10倍の効果を得た。その結果、製品のライ
フサイクルでのCO2排出量（CFP）を前身機より約27%削減*4（CO2削減量：約88,000t/年*3）した。
市場で廃棄・エネルギーリカバリーされる廃プラスチックを利用し、ポストコンシューマープラスチック
50％以上の使用を前提とした製品の開発に成功したことは、廃棄物の焼却・埋立処分を削減し、カーボン
ニュートラル実現の手段として、また、今後のプラスチック資源循環を促進し、持続可能な社会の実現に期待
できる取組であることから奨励賞に相当すると決定した。加えて、樹脂メーカーおよび自社内の関係部署と連
携し実現していることから、コラボレーション賞に決定した。

*1 A3フルカラー複合機「RICOH IM C6010/C5510/C4510/C3510/C3010/C2510/C2010」
*2 A3複合機において業界初（2023年6月 北米EPEAT登録製品調べ）
*3 今後の販売予測を含む推定値
*4 再生プラスチック以外の効果も含む。RICOH IM C6010 と RICOH IM C6000（前身機）で比較した値

ポストコンシューマープラスチック50％
以上使用のフルカラー複合機の開発

令和5年度

奨励賞
コラボレーション賞

株式会社リコー（東京都大田区）
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一般社団法人産業環境管理協会は、昭和37年の設立以来、行政、学会、産業界、
関係諸団体の指導、協力を得つつ、公害防止管理者等国家試験の実施、環境管理
に必要な人材の育成などに加え、産業界におけるサプライチェーンを通じた環
境負荷低減への取組に係る調査研究、情報の収集・評価及び提供等多様な事業
に取り組んでいます。

一般社団法人産業環境管理協会

〒１０0-００11　東京都千代田区内幸町一丁目３番１号（幸ビルディング３階）
　　　　　　  ＴＥＬ ０３-３５２８-８１５８　ＦＡＸ ０３-３５２８-８１６４

一般社団法人産業環境管理協会は、昭和37年の設立以来、行政、学会、産業界、
関係諸団体の指導、協力を得つつ、公害防止管理者等国家試験の実施、環境管理
に必要な人材の育成などに加え、産業界におけるサプライチェーンを通じた環
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